
【策定趣旨】

【位置付け・期間】

・位置付け・・総合計画におけるまちづくりを推進し、スマートシティを実現するため各個

別計画と整合を取りつつ、分野横断的な指針として策定

・期間・・・・２０年後を見据えての１０年程度を対象（５年程度を目安に見直し予定）

1

千葉市スマートシティ推進ビジョン（案） 概要版



【千葉市が目指すスマートシティ】

【実現のための原則と重視する視点】
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・３つの原則…「市民中心」、「課題解決・価値創造」、「分野横断・全体最適」

・５つの視点…「多様な主体間の連携」、「自立性・持続性」、「個人情報の取扱い」、

「安全・安心の確保」、「データ活用による課題解決」



【取組みの方向性 ～５つのスマート！～】
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・目指すスマートシティの市民目線での実現に向け、あらゆる分野を「暮らしがスマート！」

「ビジネスがスマート！」「学びがスマート！」「まちがスマート！」「市役所がスマ―

ト！」に分類し、市民ニーズや地域課題に基づく様々な取組を分野横断的に順次実施



【推進体制・推進手法】
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・チャレンジ精神を持って新たな技術や手法等を積極的に取り

入れ、最適なサービスを創出

・エリアごとに、地域住民等と目指すべき姿をともに考え、

その実現に向けてモデル的な取組みから着実に実施

・エリア内での複数の取組みを繋げ、より良いサービスに進化

するとともに、他エリアへ横展開

・取組単位で、有識者や民間事業者、庁内関係課をはじめとする

多様な主体を巻き込んだ検討チームを必要に応じて設置


